
  

 

 

 

 

 

 

 

頑張る姿に 
 

 連日の猛暑ですが、生徒たちは暑さに負けずに良く頑張って 

います。駅伝の練習にも毎回３０名を超える生徒が取り組んで 

います。駅伝選手候補だけではなく、各部活動等の生徒たちも 

一緒に汗を流しています。 

 また、前号で紹介した長崎県中学生ソフトテニス夏季選手権大会に出場した坂口 翔太・益田 航汰ペア

ですが、照りつける暑い（熱い）コートの中で頑張りましたが残念ながら敗れてしまいました。ただ、県大会

という会場の雰囲気を知るとともに、多くのプレーヤーの技術に触れる機会となったはずです。来月の雲仙

市中総体ソフトテニス新人大会（９／１４，２１）に今回の経験を活かしてくれるものと期待しています。 

男女バスケットボール部はコヤナギスポーツカップ大会（３日間）に出場しました。蒸し風呂のような体育

館の中で良く頑張っていました。男子については何故勝てたのか、負けたのかを振り返ることで課題が明

確になると思います。課題を克服し、さらに強くなって欲しいと思います。女子は全員が１年生なので相手と

の力の差は歴然としていましたが、必死に頑張り、試合によっては競り合う場面もありました。これから経験

を積めばもっと良くなることでしょう。 

サッカー部は昨日、県ジュニアユースサッカー選手権大会に出場しました。本当に惜しいところで勝ちを

逃がしてしまいました。３年生にとっては最後の大会だったので、悔しさも大きいと思います。しかし、一生懸

命にボールを追う姿は、これからの姿に繋がっていくものと思います。３年生、お疲れさまでした。夏休み中

の生徒たちの頑張る姿にエネルギーをもらいました。 

さて、本年度より夏休み中の登校日を後半の２日間に設定し、実力テストを実施することにしました。理由

としては、教師側にとってはテスト後の採点業務を夏休み中に終了することで、２学期スタートに時間的余

裕が生まれ、その分生徒たちと関わる、向き合う時間を生み出せることがあります。生徒側にとっては、実力

テストが終わっているので２学期始業式の日の登校に精神的負担が減ることがあります。全国的に２学期

始業式前後は多くの生徒が登校に不安になるころです。先のテストのこともそうですが、宿題が出来ていな

い、人間関係の問題等々、思い悩むことがあります。登校できないだけではなく、全国的には悲しい結果を

招いた事例もあります。２学期始業式にはそういった心配が杞憂に終わり、みんなが元気に登校することを

願っています。 
 

人権平和集会 
 

 先日の８月９日の７９回目の長崎原爆の日に人権平和集会を 

開催しました。前半（１１時２分前）は各教室で事前収録されて 

いた発表録画を視聴、後半は体育館に移動、集合し平和祈念 

式典の映像を視聴後、１１時２分のサイレンに合わせて全員で 

黙とうしました。 
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また本年度から、戦争に関わる全ての問題は人権侵害に繋がるという思いと今後の人権学習に繋げる

意味も込めて人権平和集会とするとともに、平和を人権問題の延長課題と捉え、平和集会の際に採択して

いた平和宣言を人権集会の際に採択していた人権宣言と合わせ、人権平和集会において人権平和宣言

として採択しました。 

 人権学習については、2学期の総合的な学習の時間を中心に、 

探求型学習の視野に立って学年段階を踏まえて３段階の発展的 

な学習を予定しています。今回の人権平和集会における平和に関 

する学習については、１年生が【広島・長崎原爆について】、２年生 

が【日本の他地域について】、３年生が【世界の現状について】と 

いう大きなテーマで学びを深め、学習成果を共有しました。具体 

的には、１年生は原爆症、原子爆弾の製造について等、２年生は 

特攻隊、沖縄戦等、３年生は自衛隊、韓国と北朝鮮等の発表を 

しました。どのグループの発表も素晴らしく、校長の話の中でそれぞれについてコメントをしたことで全体の

話が長くなる程でした。その中でも１年生の発表の原爆症については、被爆被害による原爆症（１次被害）

に加えて、そのことでさらにいじめや差別（２次被害）を受けた被爆者の苦しみや苦悩が伝わりました。存命

の被爆者の方の心の中にはそういった思いが今も続いているはずだと思います。 

また、実行委員からは広島で被爆した佐々木禎子さんの生涯についての話がありました。禎子さんと折

り鶴の話やお茶漬けを一口含み「おいしい」と言われて亡くなったこと等、視聴してとても切なく悲しい思い

がしました。校長の話の中で、「こうした悲惨な結果を生み出す戦争を無くし、平和な世界を多くの人が望

んでいます。しかし、戦争は無くならない。今現在も起きていて、この瞬間にも命を奪われている人がいるか

もしれない。大きな視野で戦争や平和について考えることはもちろん大切な事ですが、私たちにまず必要な

ことは周りの人と良い人間関係を築くことではないでしょうか。理想かもしれませんが、良い人間関係同士

の人が増え、それが地域、国となり、良い国同士の関係となり、平和に繋がるのではないでしょうか。そのた

めにも良い人間関係を築く努力をしていきましよう。（概略）」と、生徒たちに伝えました。 

 人権平和集会に向けては、実行委員や各学年の発表者等、多くの生徒たちが夏休み中に登校し、準備を

してくれました。ありがとうございました。そういった多くの生徒たちの手によって作り出された人権平和集会

ですので、その思いも多くの生徒たちに伝わったものと思います。 
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８／３０（金）に西郷八幡神社境内において、西郷地区子ども会相撲大会（１２：１５開会）が開催されま

す。各地区では今日、明日ぐらいから練習を開始するのではないでしょうか。部活動の練習と相撲の練習

の時間がもしも重なる場合があれば遠慮せずに本人、保護者から顧問等に申し出ください。伝統ある地

域行事ですので、その練習や参加を優先されて良いと考えています。ただ、明後日ぐらいから台風１０号の

影響が心配されます。練習や当日に響かないと良いのですが。大きな災害に繋がらないことを願うばかり

です。 

一、私たちは、いじめ・差別をなくし、笑顔あふれる世界が現実のものとなるように努めます。 

一、私たちは、相手の気持ちを想像し、お互いの考えを認め合い、思いやりのある言動をします。 

一、私たちは、人が嫌がることをせず、誰に対しても同じように接し、困っている人を助けます。 

                                         令和６年８月９日 瑞穂中学校生徒一同 


